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1 ．は じめに

　建築物の 色彩評価 は、単体だ け で の 評価よ りも多様

な建 築群 ある い は多様な修景要素 との 組み合わせ に よ

る総体の 2 次元空間的調和 が 重要 となる 。 本研 究 で は ，
筆者 らが既 に行なっ た 、複数建 物 に よ り構成される フ

ァ サ
ー

ド群 の 様 々 な色彩修 景操作を行 っ た シ ミュ レ
ー

シ ョ ン 画像に対 す る調和 度 の評価結果
1 ］

を基に 、フ

ァ サ
ー

ド群 の 印象評価 に影響を及 ぼす色彩特性 を評価

す る物理 量を検討 し、画像解析手法 に よる色彩分布 の

計測値 と、印象評価値 との 関係 を分析 し 、 群の 調和度
を向上する色彩的要因に つ い て 考察 した 。

2 ．シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 画像 の 印 象評価結果
1 ）

　東京都心部 の 建築群 の 写真 を基 に 、表 1 に 示 す方法

で 色彩 的修 景操 作 を行 な っ た シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 試 料

（42c皿 x16cm ）（図 1 参照）に対す る、被 験者 22 名 （建築

学科学生 男 10 名、女 12 名）の 官能検査 の 結果
1 ）

か

ら、今回 は 、10 種 の 試料 （汚れ 、看板文字は 消去）
の 調和 度に関す る 5 段 階の 系列範疇法の 検査結果 を分

析用デ
ー

タ とした （表 2 ）。
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3 ．色彩分布の 評価 パ ラメータの 詳細

　 1 試料を ス キ ャ ナ
ー

で 画像入力 し 20 × 60 の メ ッ シ

ュ に分割 し 、汎用 ソ フ ト （Photoshop ） に よ り各 メ ッ

シ ュ の RGB 値を 色補正 後
2 ）

デー
タ ベ ース 化 し 、 公 表

され て い る変換式 に よ り、xyz 表 色系お よび L ＊
a

＊b＊

表 色系 に変換 した 。 そ れ らを基に、印象評価に影 響す

る物理量 と し て以下を評価 し た。

（1）色彩特性値
・色彩 の 平均 ： L＊

，
a

＊

，
　b＊

の 平均
・彩度 Cr およびそ の 平均 ：

　 Cr ＝　 a
＊ 2

＋ b ＊
2

・色相角 ：
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°≡ttltlTi（b＊ 〆α ＊

）
・180

°
！π
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°
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毎 24 色相の 出現数 （Cr≧ 5）
・色系統 ： 色相角一45 − 45（赤系），45 − 135 （黄系），

135−

225（緑系），225
− 315 （青系）に属す る度数 （Cr≧ 5）

図 1 色彩分布計測結果例

（2 ） コ ン トラ ス ト ： C

　メ ッ シ ュ 間 の x，y 方 向 の 色差の 総和で 、局 所的な

色 の 差が大 きくそ の 部分が多い ほ ど大き い 。
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（3）

　MJ 　n は x，　y 方向の メ ッ シ ュ 数 、△ Ei
」

・は 、　x，　y 方 向
の メ ッ シ ュ 間 の 色差。今 回 は L＊

， α
＊，b＊表色系の 色

差 とし た。

（3 ）集中度 ： S

　メ ッ シ ュ の 色彩 の 連続性 を評価す る指標で 、 近似す
る色彩 の 面 積が多い ほ ど大きい 。メ ッ シ ＝ 間の 色差が

最小 識別 色差 A　Emin （3，0 に設 定）以下の 場合は メ ッ

シ ュ は 近似色 と しそ の 総個数を求め る 。

　 　 m −］ n −1

・一黒諾．儒 憶 讖 ω

　各試 料 の 色彩デ
ー

タ ベ ース か ら 以上 に 示 し た物 理 量 を

求 め た。結果 を 調 和 度 の 評価値 と合 わ せ て 表 2 に 示す。
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表 1　 シ ミ ュ レー
シ ョ ン試料の修景操作方法

1 ）

操作名 略称　　　　　　　　　　　　　色彩 の操 作方法

現状 （P） 画像操 作を行わな い．
汚れ除去

　 （s〕

汚染部の 状態を未汚染 部に 近似させ る．これ を基本

画像と し、色相，明度及 ぴ彩度を操作する。
明度

10段 階で示す。低 闘度 （LBI を 3 ，高明度 （田 ）
を 8 に設 定する ．色相無

撮作
低彩度 ω

文 京区色彩ガイ ドラ イ ン の ［避けたほ うがよい 色彩】
を参考に 彩度を下げる。

高彩度 （H ）
文 京区 色彩ガイ ドラ イ ン の ［遅けたほ うがよ い 色彩】
を 参 考に 彩度を 上 げる．色彩的

修景操 作

（基 木 型 ）

リ ズム

（L田
彩度 と高彩度 に操作 した建物 を交 互 に配 置す る、

寒 色系 〔C）

　相 を 5BG − mPB 内 に設定す る。現状が 寒色系 の

　合は 操作し ない 。低 彩度（L）．高彩度 （H〕，低 彩

度＋高彩度　ILH）に 変化 させ る，

暖 色系 〔W〕

　相 を 5R− 10Y 内 に 設定する。現状 が曜 色系 の 揚

合 は繰 作 しない。低彩度匹），高彩度 （H ），低彩 度
＋ 高彩度 〔LH ）に 変化 させ る。

リ ズ ム （CW ）

　色系 と寒 色系 に操作 した建物 を交 互 に配 置す る，
　彩度（L＞，高彩度 （H 〕，低彩度 十 高 彩 度 〔田 ）．
高彩度 〒 低彩度　　に 変化 させ る，

看板 な し 板 ；除去 する．　 庇 二彩度を O と し，文字を消す。
形態 的要素

の 修 景操 作 看板派 手

板 ・庇 丁無彩 色の 看板は ，安全色彩 で 注意を示す．
色 5Y に 設定す る。〔文宇は黒 とする。有彩 色の．
板は 高彩度 にする。
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表2 　試料 の パ ラ メ ータ分析結果
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原 画
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低

彩 度

彩度
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寒色
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暖色

系

寒暖 低

彩度

寒暖 中

彩度

寒暖高

彩度
相関

係数

言 号 P 田 LLHHCLHHC 肌 CVWHC 酬

和度評 価 ・2．10 ．22 ．361 ．32一2．13 ．15 一1．132 、501 ．5 一〇．651 ．00
コン トラ ス ト 、04 ．050 ．040 ，045O．05 ．0440．05O ．042O ．040 ．05 一〇．67

中度 、520 ．500 ．5310 ．52513054 ．4950554050 よ 0、494O ．64
平均 明度 L奉70．64、367 ．967 ．668 ．567 ．766 ．967 ，766 ． 67．8 ・03
平均 が 3．33 ． 1． 1． 4．一〇．51 ． ・0．82 ， 4．5 一〇．8
平均 b． 2．32 ． 1， O、52 ．一1．23 ． 一〇．3 且． 3、9 一〇、8
平均 彩 度 4． 4， 2， 3． 6． 2．35 ． 1． 4． 8．0 ・0、7
大彩度 65．749 ．24、 26、669 ．527 ．135 ．819527 、 69．5 一〇、8

色数（1／60） 2322323222327 一〇．21
系（％） 7L365 、78．06L765 ． 2、3738 ． 40． 44、一〇．5

Y 系（％ ） 22．326 ．513 ．19 ． 9． 6、360 ．49 ． 36， 33．5 一〇．41
系 （％） 3， 1， 2．12 ． 1，52．2 且． 72．8o 、 o、8O 、6
系（％） 3．56 、 6．28．24．38．60 ．58 ．622 ．321 ．5036
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図 2 各パ ラ メータと調和度との 関係
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4 ，分析結果お よび考察

　表 1 、図 2 に、各パ ラ メータ と調和度 との 関係 を示

す。表 1 の 相関係数を見 る と、コ ン トラ ス トと調和度
との 間に負 の 相関関係が見 られ る。す なわち部 分的 な

色 の 差が多い も の ほ ど調和度が悪 くな る。図 2 を 見 る

と原画像 P が全体の 相 関か ら外れ調和度が低 い が、表

面 の 汚れ
・変色等が評価 に影響 し た もの と考え られ る。

　集 中度は正 の 相関が あ るが、図 2 の 結果 で は明確で

はな い
。 平均明度 も調和度 との 関係は明確 で はな い 。

　 全 体の彩度 の 傾向 を表 す 葩 b＊の 平均 と、調 和度

との 相関係数 を見 る と、負の 良い 相関が あ り、赤系 よ

りも緑系 、 黄系よ りも青系の ほ うが
．
調和が良 い とい う

傾 向があ る 。 こ の こ と は、表 1 の 色系別 で の 相関結果
に も表れて お り、R 系、　 Y 系 は負の相関が、　 G 系 、　 B

系 は 正 の 相関 が あ り、 緑青系の 色が多い ほ ど、調和 が

良 くな るとい う傾 向が あ る 。 また、最大彩度に 関 して

は 、高い 負 の 相関が あ り、彩度 の 大 き な 部 分 が あ る ほ

ど、調 和 が 悪 くな る 。 図 2 の 傾向 か ら、最 大彩度が 5

0 以 上は調和が 良くな い とえ る。ま た 、平均彩 度も負

の 相 関があ り、全体 の 彩度が低 い ほ ど調和が とれ て い

［＝ ＝二＝
“ ．t．．一一

＝＝＝ 1 ．］ 39

る。 こ の よ うに 、群全体 の 調 和 に 関 し て 、彩度 が 大き

な要因 となる と い え る、色数 は 相 関が低 い が 、図 2 を

見る と、原画像を除 くと、やや負 の 相関が見 られ 、色

数が多 い も の ほ ど調和が悪 い とい う傾 向が あ る、

5 ．おわ りに

　建築 フ ァ サ
ー

ド群の 調和度 と色彩分布 特性 との 関係
を分析 した結果、調和度は全体 の コ ン トラ ス ト、 彩度、
色系統などに影響 を受 ける こ とが明らか に なっ た。
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